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“Trusted Digital Partner”を目指す
ＮＴＴデータ 法人・ソリューション分野の取り組み
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かねてよりお客様には、既存システ
ムの DX化と稼働コスト削減を図るべ
くクラウド技術を導入したいというニー
ズがあった。「NTTデータは情報を
キャッチしていたものの『DX化に関
する提案が少ない』『レガシーはNTT

データ、その他は他社』といった評
価の声もきこえていました。現行情報
系システムについては、当社が提供し
ているが、お客様のニーズを深堀りし
た提案をしなければ失注リスクがある
と考えていました。」（西内氏）。基幹
系システムである情報系システムのク
ラウド化は、近視眼的には品質をはじ
めとした事業リスクにつながりかねな
い。しかし、この案件を獲得できれば
DX領域におけるNTTデータのプレ
ゼンス向上に繋げられる。また、今後

データドリブン系のビジネ
スを創出できるだろう。そ
こで、NTTデータは、“変
える勇気”を持って、単
に従来の JASTEMの延
長ではなくお客様ニーズ、
メリットを捉えてクラウド化
を提案するという考えに
シフトした。

「『クラウド化と言っても具体的に
何から始めて良いかわからない』そ
うした声にお応えし、PoCを実施し、
クラウド化に際しての課題に対する
解決の方向性について、実機検証を
踏まえたご提案をしました」と北之
防氏が語るように、NTTデータは
AWS上での旧 JASTEM情報系シス
テムの構築、基本動作確認等を短期

間のうちに実施
し、NTT デ ー
タのクラウド技
術力をアピール
した。また、ク
ラウドリフトに
加えて、当初お
客様が想定され

ていなかった PostgreSQLへの DB

マイグレーションも合わせて提案
し、NTTデータの訴求力を高めて
いった。特に DBマイグレーション
については、お客様の不安も大き
かったが、その払拭のために様々な
社内外組織と連携し Oracleから
PostgreSQLの非互換項目の精査、
SQLコンバージョンツールの有効性
の検証等により、実現性を担保。
NTTデータの高い技術力・実行力の
アピールに成功した。

NTTデータは、前例のない大規
模金融系基幹システムクラウド化の
実現を契機に貸出システム要件の定
義、データ基盤といった新規大型案
件を受注。今後も新しいサービス提
供に向けて取り組みを進めていく。

NTT データは、JAバンクの基幹システムである JASTEMの情報系システムをオンプレミスからパブリッククラウドに
移行する案件を構築した。現在、その実績を基に貸出支援、接続サービス公的照会、相続支援といったさまざまなサービ
スを提供している。本稿ではその経緯について紹介する。
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大規模情報系システムのクラウド化を契機に
データ利活用に向けたデータ基盤を受注
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図 1　JASTEMの概要とNTTデータの提供するサービス

クラウド化に向けて PoCを
実施し、実機検証を踏まえ提案


